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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第15期

第２四半期連結
累計期間

第15期
第２四半期連結
会計期間

第14期

会計期間

自平成21年
１月１日
至平成21年
６月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
６月30日

自平成20年
１月１日
至平成20年
12月31日

売上高（百万円） 15,021 8,434 31,073

経常利益（百万円） 2,497 1,811 5,043

四半期（当期）純利益（百万円） 1,402 1,047 2,453

純資産額（百万円） － 10,765 9,490

総資産額（百万円） － 33,632 32,427

１株当たり純資産額（円） － 131,930.63116,305.05

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 17,191.6312,842.9230,065.64

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） － 32.0 29.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
1,992 － 5,389

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△2,687 － △2,055

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
271 － △3,639

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（百万円） － 5,755 6,164

従業員数（人） － 969 890

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりませ

ん。 

EDINET提出書類

株式会社ベストブライダル(E05411)

四半期報告書

 2/22



２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

 

４【従業員の状況】

（１）連結会社の状況

 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 969（262）

　（注）１．従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出

向者を含む）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員）は（　）内に当第２四半期

連結会計期間の平均人員を外数で記載しております。

２．従業員数が当第２四半期連結会計期間において118名増加しましたのは、国内事業部門の事業拡大に伴う新

卒採用によるものであります。　

 

（２）提出会社の状況

 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 374（173）

　（注）１．従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む）であり、臨時雇用者

数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員）は（　）内に当第２四半期会計期間の平均人員を外数で記

載しております。

２．従業員数が当第２四半期会計期間において37名増加しましたのは、国内事業部門の事業拡大に伴う新卒採用

によるものであります。　
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第２【事業の状況】

１【施行、受注及び販売の状況】

（１）施行実績

　当第２四半期連結会計期間の挙式施行件数実績を事業部門ごとに示すと、次のとおりであります。

事業部門の名称 施行件数（件）

国内事業部門 1,773

海外事業部門 645

合計 2,418

（２）受注状況

　当第２四半期連結会計期間の受注状況を事業部門ごとに示すと、次のとおりであります。

事業部門の名称 受注件数（件） 受注件数残高（件）

国内事業部門 2,191 5,366

海外事業部門 508 1,240

合計 2,699 6,606

（３）販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績を事業部門ごとに示すと、次のとおりであります。

事業部門の名称 金額（百万円）

国内事業部門 7,715

海外事業部門 718

合計 8,434

　（注）金額には、消費税等は含まれておりません。

２【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

 

（１）業績の状況

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、国際金融市場の混乱による景気の後退が続き、雇用・所得環

境の厳しさは継続しているものの、景気後退の主因となった輸出並びに鉱工業生産は３月以降下げ止まりつつあ

り、景気動向も最悪期を脱しつつあります。

そうした環境下にあって、当社グループはゲストハウス・ウエディングにおける新しい価値の創造に常に積極

的に取り組み、高品質かつ魅力ある店舗づくりとサービスの提供、また、業務効率の改善にも積極的に取り組み、売

上高の拡大と収益性の向上に努めてまいりました。

この結果、当第２四半期連結会計期間の売上高は8,434百万円となりました。利益につきましては、営業利益

1,812百万円、経常利益1,811百万円、四半期純利益1,047百万円となりました。

これを事業部門別に見ますと、各事業部門における業績は次のとおりであります。

①国内事業部門

前連結会計年度における既存店舗の受注活動が順調に推移し、売上高が増加いたしました。また、前連結会

計年度に開業いたしました新規店舗（２店舗）も売上増に貢献いたしました。

この結果、同部門の売上高は7,715百万円となりました。 

②海外事業部門 

ハワイビジネスにおきましては、渡航便の減少や顧客の「安・近・短」志向を受けてマーケットが縮小す

る一方で、企業間競争は激化し、厳しい事業環境が継続しておりますが、当社グループは差別的優位性を持つ

ための新しいサービスの提供等により、収益基盤の強化を図りました。しかしながら、全般的な消費低迷の影

響もあり、同部門の売上高は、718百万円となりました。  

（２）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第１四半期連結会計期

間末に比べ115百万円増加し、5,755百万円となりました。

当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの変動要因は次のとおりでありま

す。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は2,095百万円となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益1,809百万

円、減価償却費497百万円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は1,363百万円となりました。これは主に、出店に伴う有形固定資産の取得による

支出1,225百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は639百万円となりました。これは主に、有利子負債（短期借入金、長期借入金、社

債）の純減額633百万円によるものであります。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

該当事項はありません。 
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第３【設備の状況】
（１）主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

 

（２）設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の拡充計画は次のとおりであります。

会社名
事業所名

所在地
事業部門
の名称

設備の内容
投資予定金額

資金調達
方法

着手及び完了予定年
月 完成後の

増加能力総額
(百万円)

既支払額
(百万円)

着手 完了

当社

大宮事業

所

さいたま

市

北区

国内事業

部門
婚礼施設 2,800 － 借入金

平成21年

９月

平成23年

２月

４ゲスト

ハウス

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。  
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 326,400

計 326,400

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成21年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年８月14日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 81,600 81,600
東京証券取引所

（マザーズ）
－

計 81,600 81,600 － －

（注）当社は単元株制度は採用しておりません。 

（２）【新株予約権等の状況】

   該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総　
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額 
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高
（百万円）

平成21年４月１日～

平成21年６月30日 
－ 81,600 － 472 － 634
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（５）【大株主の状況】

 平成21年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

塚田　正之 東京都目黒区 38,604 47.30

ファインエクスパンド有限会社 東京都港区白金台３－15－５ 22,500 27.57

株式会社AOKIホールディングス　 東京都港区北青山３－５－30 4,000 4.90

塚田　啓子 東京都目黒区 2,374 2.90

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社 （信託口）
東京都港区浜松町２－11－３ 1,830 2.24

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口） 
東京都中央区晴海１－８－11 1,744 2.13

資産管理サービス信託銀行株式会社 東京都中央区晴海１－８－12 1,663 2.03

モルガンスタンレーアンドカンパ

ニーインターナショナルピーエル

シー

（常任代理人　モルガン・スタン

レー証券株式会社） 

25 Cabot Square Canary Wharf London,U.K.

 

（東京都渋谷区恵比寿４－20－３）　

1,065 1.30

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１－６－６ 500 0.61

野村信託銀行株式会社（投信口） 東京都千代田区大手町２－２－２ 398 0.48

計 － 74,678 91.51

　（注）　上記資産管理サービス信託銀行株式会社の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は1,663株であります。な

お、それらの内訳は、年金信託口796株、証券投資信託口450株、年金特金口414株、その他信託口3株となっており

ます。

 

EDINET提出書類

株式会社ベストブライダル(E05411)

四半期報告書

 8/22



（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成21年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  81,600 81,600 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 81,600 － －

総株主の議決権 － 81,600 －

 

②【自己株式等】

 平成21年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成21年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

最高（円） 160,900 176,000 198,900 259,000 267,000 297,600

最低（円） 120,000 126,400 155,500 186,500 215,500 255,500

　（注）最高・最低株価は、東京証券取引所マザーズにおけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。  

 役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

取締役  人事総務部長 取締役 管理部長 藤谷　知治 平成21年４月１日

取締役  経理部長 取締役
管理部

経理マネージャー
石原　啓次 平成21年４月１日
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、第１四半期連結会計期間（平成21年１月１日から平成21年３月31日まで）から、「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第

５号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平

成21年６月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、優成監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,864 6,272

売掛金 94 85

商品 107 110

原材料及び貯蔵品 364 431

その他 977 981

貸倒引当金 △15 △10

流動資産合計 7,392 7,870

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 12,539 12,558

土地 4,566 4,421

その他（純額） 2,204 1,163

有形固定資産合計 ※1
 19,310

※1
 18,144

無形固定資産 360 370

投資その他の資産

敷金及び保証金 2,584 2,387

その他 3,974 3,643

投資その他の資産合計 6,558 6,030

固定資産合計 26,229 24,545

繰延資産 9 11

資産合計 33,632 32,427
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,288 1,359

短期借入金 300 －

1年内返済予定の長期借入金 2,297 2,350

1年内償還予定の社債 386 436

未払法人税等 1,109 1,720

前受金 1,647 1,244

その他 1,292 1,670

流動負債合計 8,321 8,781

固定負債

社債 1,098 1,266

長期借入金 12,296 11,809

退職給付引当金 58 51

役員退職慰労引当金 192 184

その他 899 844

固定負債合計 14,544 14,155

負債合計 22,866 22,937

純資産の部

株主資本

資本金 472 472

資本剰余金 634 634

利益剰余金 9,789 8,631

株主資本合計 10,896 9,738

評価・換算差額等

繰延ヘッジ損益 △57 △101

為替換算調整勘定 △73 △146

評価・換算差額等合計 △130 △247

純資産合計 10,765 9,490

負債純資産合計 33,632 32,427
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年６月30日)

売上高 15,021

売上原価 9,773

売上総利益 5,247

販売費及び一般管理費 ※
 2,762

営業利益 2,484

営業外収益

受取利息 29

匿名組合投資利益 55

為替差益 47

保険解約返戻金 40

その他 6

営業外収益合計 180

営業外費用

支払利息 148

持分法による投資損失 15

その他 4

営業外費用合計 168

経常利益 2,497

特別利益

固定資産売却益 1

特別利益合計 1

特別損失

店舗閉鎖損失 3

固定資産除却損 2

特別損失合計 5

税金等調整前四半期純利益 2,492

法人税等 1,089

四半期純利益 1,402
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

売上高 8,434

売上原価 5,188

売上総利益 3,245

販売費及び一般管理費 ※
 1,433

営業利益 1,812

営業外収益

受取利息 14

持分法による投資利益 1

為替差益 28

保険解約返戻金 27

その他 3

営業外収益合計 76

営業外費用

支払利息 75

その他 2

営業外費用合計 77

経常利益 1,811

特別利益

固定資産売却益 0

特別利益合計 0

特別損失

固定資産除却損 2

特別損失合計 2

税金等調整前四半期純利益 1,809

法人税等 761

四半期純利益 1,047

EDINET提出書類

株式会社ベストブライダル(E05411)

四半期報告書

14/22



（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,492

減価償却費 954

社債発行費償却 1

固定資産除却損 2

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5

退職給付引当金の増減額（△は減少） 6

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8

受取利息及び受取配当金 △29

支払利息 148

為替差損益（△は益） △51

持分法による投資損益（△は益） 15

匿名組合投資損益（△は益） △55

たな卸資産の増減額（△は増加） 70

仕入債務の増減額（△は減少） △73

前受金の増減額（△は減少） 401

その他の負債の増減額（△は減少） 63

その他 △135

小計 3,821

利息及び配当金の受取額 13

利息の支払額 △151

法人税等の支払額 △1,691

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,992

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,040

無形固定資産の取得による支出 △34

投資有価証券の取得による支出 △390

貸付けによる支出 △71

敷金及び保証金の差入による支出 △208

その他 57

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,687

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 300

長期借入れによる収入 1,624

長期借入金の返済による支出 △1,190

社債の償還による支出 △218

配当金の支払額 △244

財務活動によるキャッシュ・フロー 271

現金及び現金同等物に係る換算差額 15

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △408

現金及び現金同等物の期首残高 6,164

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 5,755
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

会計処理基準に関する事項の

変更

（１）重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

たな卸資産

　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として個別法による原価

法によっておりましたが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会

計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、主とし

て個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げ

の方法）により算定しております。

　なお、これによる損益に与える影響はありません。

 

（２）「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適

用

　第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に

関する当面の取扱い」（実務対応報告第18号　平成18年５月17日）を適用しておりま

す。

　なお、これによる損益に与える影響はありません。

 

（３）「リース取引に関する会計基準」の適用

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に

準じた会計処理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計

基準第13号（平成５年６月17日（企業会計審議会第一部会）、平成19年３月30日改

正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16

号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会　会計制度委員会）、平成19年３月30日改

正））が平成20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から

適用することができることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれら

の会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。また、所有

権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法については、

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

ただし、リース取引開始日が、リース会計基準等適用初年度開始前の所有権移転外

ファイナンス・リース取引については、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じ

た会計処理によっております。

なお、これによる損益に与える影響はありません。

【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

１．固定資産の減価償却費の

算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按

分して算定する方法によっております。 

２．繰延税金資産及び繰延税

金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、一

時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使

用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利

益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該

見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年12月31日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、7,546百万円であ

ります。

２．当社においては、設備資金の効率的な調達を行うた

め取引銀行とシンジケーション方式によるコミットメ

ントライン契約を締結しております。この契約に基づ

く当第２四半期連結会計期間末の借入未実行残高は次

のとおりであります。

貸出コミットメントの総額 8,000百万円

借入実行残高 4,952百万円

差引額 3,048百万円

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、6,631百万円であ

ります。

２．当社においては、設備資金の効率的な調達を行うた

め取引銀行とシンジケーション方式によるコミットメ

ントライン契約を締結しております。この契約に基づ

く当連結会計年度末の借入未実行残高は次のとおりで

あります。

貸出コミットメントの総額 8,000百万円

借入実行残高 3,728百万円

差引額 4,272百万円

（四半期連結損益計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 広告宣伝費 727 百万円

 貸倒引当金繰入額 5 百万円

 給料手当 527 百万円 

 退職給付引当金繰入額 5百万円

 役員退職慰労引当金繰入額 8百万円

 支払地代家賃 219百万円 

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 広告宣伝費 370 百万円

 貸倒引当金繰入額 3 百万円

 給料手当 272 百万円 

 退職給付引当金繰入額 2百万円

 役員退職慰労引当金繰入額 3百万円

 支払地代家賃 111百万円 
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 （平成21年６月30日現在）

 現金及び預金勘定 5,864百万円

 預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △108百万円

 現金及び現金同等物 5,755百万円

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年１月１日　至　

平成21年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　81,600株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　該当事項はありません。 

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。 

 

４．配当に関する事項

（１）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年３月27日

定時株主総会
普通株式 244 3,000

平成20年

12月31日

平成21年

３月30日
利益剰余金

　

（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間末後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年８月12日

取締役会
普通株式 204 2,500

平成21年

６月30日

平成21年

９月７日
利益剰余金

 

５．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。 

EDINET提出書類

株式会社ベストブライダル(E05411)

四半期報告書

18/22



（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成21年１月１日　至平成21年６月30日）

　当社グループは、婚礼に関連した総合的なサービスの提供を主たる事業としており、全セグメントの売上高の合

計及び営業利益金額の合計額に占める当該事業の割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情

報の記載を省略しております。 

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成21年１月１日　至平成21年６月30日） 

　本邦の売上高は、全セグメント売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の記載

を省略しております。 

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成21年１月１日　至平成21年６月30日）

海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

（有価証券関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）

事業の運営における重要性が低いため、記載を省略しております。 

（デリバティブ取引関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）

前連結会計年度の末日に比べて著しい変動がありませんので、記載を省略しております。

（ストック・オプション等関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

該当事項はありません。

（企業結合等関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年12月31日）

１株当たり純資産額 131,930.63円 １株当たり純資産額 116,305.05円

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 17,191.63円 １株当たり四半期純利益金額 12,842.92円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、 潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、 潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（百万円） 1,402 1,047

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 1,402 1,047

期中平均株式数（株） 81,600 81,600

（重要な後発事象）

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

該当事項はありません。

（リース取引関係）

　当第２四半期連結累計期間（自　平成21年１月１日　至　平成21年６月30日）

　リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引

に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当第２四半期連結会計期間末におけるリース取引残高は前連結会計

年度末に比べて著しい変動がないため記載を省略しております。   

２【その他】

　平成21年８月12日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（１）中間配当による配当金の総額………………………204百万円

（２）１株当たりの金額……………………………………2,500円

（３）支払請求の効力発生日及び支払開始日……………平成21年９月７日

（注）　平成21年６月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月12日

株式会社ベストブライダル

取締役会　御中

優成監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 渡　邊　芳　樹　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 鶴　見　　　寛　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 陶　江　　　徹　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ベストブラ

イダルの平成21年１月１日から平成21年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年４月１日から

平成21年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ベストブライダル及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財

政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

 ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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